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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめ、食品リサイクル率の向上に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．化学物質の適正管理に努めます。

６ ．安心で安全な商品を効率よくタイムリーにお客様にお届けします。

７ ．その他に代表者が経営上取り組みたい活動を記載する。

８ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

　私たちは自然豊かな信州の地で業務を行う精密加工部品加工メーカーです、本業である精
密切削の生産を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に
取り組みます。安全で安心していただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様
に提供することが当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に
取り組んでまいります。

制定日：

代表取締役社長

環境経営方針

2018年10月1日
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社　乾光精機製作所
代表取締役社長　滝澤　佳人

（２） 所在地
本社・工場 長野県下伊那郡高森町山吹8685-1
喫茶・ゴルフ練習場 長野県下伊那郡高森町山吹8685-2
給油所 長野県下伊那郡高森町山吹8709-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 常務取締役　 伊藤　公雄　　 TEL：０２６５－３５－５３４５
担当者 製造部主任 松下　啓介

（４） 事業内容
半導体製造装置部品加工・チャンバー内パーツの加工・エッチング装置パーツの加工、
ゴルフ関連部品販売・喫茶、建設事務所・設計・施工管理、燃料油販売・自動車部品販売

（５） 事業の規模
売上高 万円（2023年度）

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 10 月 1 日 ～ 9 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社　乾光精機製作所
対象事業所： 本社・工場 喫茶・ゴルフ練習場 給油所

活動：半導体製造装置部品加工・チャンバー内パーツの加工・エッチング装置パーツの加工、
ゴルフ関連部品販売・喫茶、建設事務所・設計・施工管理、燃料油販売・自動車部品販売

□事業や製品（商品）の紹介

2022年12月28日

514,827
本社・工場

182
22,935

4



□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

内部監査員

 環境管理責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境管理責任者を任命

部門長

・環境に関する内部監査の実施・報告
・環境に関する内部監査の計画

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

内部監査チーム

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

環境委員会

2022年12月28日

伊藤公雄

社長 滝澤佳人

松下啓介

役割・責任・権限

環境管理責任者

環境委員会

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境経営レポートの確認

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

総務部

総務課
管理部

営業技術・購買
製造部

機械課

品質管理部

品質保証・検査

サービス事業部

喫茶・ゴルフショップ・給油所

一級建築士事務所
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□主な環境負荷の実績
単位

kg-CO2

kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 中部電力2017年度調整後排出係数

□環境経営目標及びその実績

✕

〇

〇

✕

✕

✕

〇
〇

〇
〇

12,975 12,845 5,742
98%

kg 47,669 47,192

基準年度比 2022年

2023年

0.431

産業廃棄物の削減（廃
プラ）

基準年度比 2022年 99%

二酸化炭素総排出量 3,088,086

99% 106.6% 98%
kg-CO2 114,042 112,901 121,555 111,761

2021年 2022年

286,774 3,748,548
項　目

66,337　産業廃棄物排出量 46779

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 3610 8,427 10,776

（基準年) （目標） （実績） （目標）
評
価

LPGによる二酸化炭素削
減

基準値

kg-CO2

2023年 2024年

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 2,990,932 2,961,023 3,606,311 2,931,114
基準年度比 2022年 99% 121% 98%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

灯油による二酸化炭素
削減

12,716

総排水量 3561 4,181 4,691
40,613

基準年度比 2022年 99% 44%
自動車燃料による二酸
化炭素削減

一般廃棄物の削減
kg 3,610 3,574 10,776 3,538

基準年度比 2022年 99% 299%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 3,237,469 3,205,094 3,748,548 3,122,622

% 0%
99% 219%

98%
46,716

97%

(オフィス用品G購入率）

98%基準年度比 2022年

100% 100% 100%－
（金額率）

97%
46,239

97%

97%
104,406

3,090,430

適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

食品廃棄物の再資源化

100%

97%
適正管理

100%100%
水道水の削減

グリーン購入の推進 %
化学物質管理 適正管理

㎥ 4,837 4,789

環境に配慮した生産活
動

行動目標（次項による）

110,621

3,502

100%

98%
4,691 4,740

100%
4,692

97%

12,586
97%

115,934

97%

2,901,204
（目標）
2025年

基準年度比 2022年 99% 13% 98%

118,325 14,940 117,130kg-CO2 119,520
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

・不要照明の消灯
・ノー残業デーの実施
・生産工程の待機時間短縮
・空気圧縮機のエア洩れ点検

取組紹介欄

2022年

2023年

灯油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2022年

2023年

達成状況

541,773 640,921

803,118 799,799 750,293653,763 731,313

4月

✕

○
○

△
○

0

〇

664,125

12月11月

数値目標
○
0
0

1月

667,598 644,880

10月
584,133 522,043

・空調の適正管理
0

10月 11月 12月 1月 2月

669,176 688,323 639,608

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

492,884 552,831
3月2月
486,371522,591

0

4月

9月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

6,000 4,000 4,000

1,320 0 6,000

1,343 4,000

0 0 0 0 0 00 0

4,000 2,000 4,000

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）
数値目標

【結果・評価】
・目標を達成した。
【次年度の取組】
・次年度も今年度の活動を継続する。

5月 6月 7月 8月

【結果・評価】
・電力使用量は増加している。
【次年度の取組】
・目標の達成を目指す。

○

655,315

8月

4,000

640,921 757,420 647,607
7月6月5月

548,902

9月
4,000 2,000 4,000

3月

0

0

500,000

1,000,000

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

電力（kWh） 2022年 2023年

0

5,000

10,000

10
月

11
月

12
月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

灯油（ℓ） 2022年 2023年
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LPGによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

基準年度実績

年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2022年

2023年

取組紹介欄

数値目標
・工場内手洗い場の給湯用
・節水の注意喚起

数値目標
・アイドリングストップ
・効率的なルートで配送
・エリア別営業活動の見直し

0

12月 1月

1,393 1,549

1,343 1,287 1,548 1,098

10月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

0

〇 【結果・評価】
・使用量が減少してきている。
【次年度の取組】
・継続して使用量を減少していく。

○
○
0

1,343 1,287 1,548
1,320

11月

1,039

✕
達成状況

297 1,865 3,026 12,204
1,029

11,446

4月 5月 6月

7,383 8,557 10,695 10,695

3月
1,1391,146 1,431 1,390 1,390

4,452 6,157

10月 11月 12月 1月 2月

2月

1,139
1,098 1,039

4月 5月 6月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

7月 8月3月

1,356

9月

【結果・評価】
目標未達

【次年度の取組】
効率的な配送を実施する。

○
○

12,845
1,355

1,355
1,335

○

7月 8月 9月

1,146 1,431 405 1,390
948 1,034 1,206 1,233 1,241 1,102

1,139 1,029

0

500

1,000

1,500

2,000

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

ガソリン（L) 2022年 2023年

0

2,000

4,000

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

軽油（L) 2022年 2023年

0

5,000

10,000

10
月

11
月

12
月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

ＬＰＧ（ｋｇ） 2022年 2023年
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2022年

2023年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2022年

2023年

産業廃棄物の削減（廃プラ）
数値目標

取組紹介欄

2022年

2023年

食品廃棄物の再資源化率の向上

数値目標
・分別の徹底

数値目標
・原料の賞味期限切れロスの防止
・加工ロスの削減
・廃棄物７２８kg全て再生するきとができた

○・梱包材の再利用

11月

○
○

✕

0

2月

10,997 11,651 7,657 8,400 6,170

0 8,298 3,698 3,860 4,420

10月 11月

965 879 873

2月12月

・シュレッダー廃紙のリサイクル化
・帳票見直しによる印刷物の削減

10月
300 310

772 906

○
○
○

280 320 300
1月

11月 12月 1月

・作業ミスによる廃棄量の削減
・素材別ボックスの設置
・リサイクル業者の開拓

達成状況

0 0

7,261

達成状況

10月

達成状況

✕

12月 1月 2月

2,886 3,148 2,938 2,307 3,068
2,661 2,565 3,063 2,337 2,126

取組結果とその評価、次年度の取組内容

8,172 10,821

5月 6月

3月 4月 5月 6月 8月 9月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0

11,982

3,754
9月8月

3,016 3,023

○
○
○

〇 【結果・評価】
目標を達成した。
【次年度の取組】
今年度の活動を継続する。

○

5月

1,176 1,221

3月 4月 8月

6月 7月

9,953 10,050 3,380 5,173

300

489 769 1,057

300

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1,200

【結果・評価】
業務量の増加が原因。
【次年度の取組】
廃棄物の分別の徹底を行う。

3,031 2,884 2,255 3,011

7,960

2,957 2,390

【結果・評価】
業務量が増加した事が原因と思われる。
【次年度の取組】
業務の見直しを実施する。

2,880

7月 9月

4,114

300

469

3月
0

300 300

4月
7,9604,304

300 300

2,7591,340 3,021 2,6702,843
7月

0

500

1,000

1,500

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

一般廃棄物（kg） 2022年 2023年

0

5,000

10,000

15,000

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月
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月

産業廃棄物（kg） 2022年 2023年
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水道水の削減
数値目標

取組紹介欄

2022年

2023年

グリーン購入の推進

環境に配慮した生産活動

0
0

0

【結果・評価】
化学物質の適正管理ができた。
【次年度の取組】
今年度の活動を継続する。

0
0

【結果・評価】
平均では目標を達成した。
【次年度の取組】今年度の活動を継続する。

【結果・評価】
適正管理ができている。
【次年度の取組】
今年度の活動を継続する。

0

5月 6月 9月

360 253 250 300

10月 11月

・有害性物質の表示の徹底
・容器の蓋の徹底

8月
303 441 266

296

233 365
7月

358

324

0

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

数値目標
・事務用品グリーン購入比率向上

0

○
0
0

○
○
○

454

2月
282

0

4月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1,409186 355 160
12月

達成状況

〇
○
0

367 301

【結果・評価】
累計で未達成。
【次年度の取組】
今後、使用量が増加する場合は原単位も検討する。

3月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

297

479

〇

1月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・工程監査の実施 ○

・代替物質の検討

達成状況

・作業ミスによる使用量増加の抑制

○

0
達成状況

591 898

0
0

・クレームの再発防止実施

化学物質管理
数値目標

取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

0

〇
達成状況

0

500

1,000

1,500

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

水道水（㎥） 2022年 2023年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）

食品廃棄物
地下タンク
浄化槽
危険物の保管
業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫
品質管理　

※　環境関連法規等の遵守に関して過去3年間違反はありません。また、関連当局からの指摘等もありません。

□外部からの環境上の苦情・要請等
第五工場駐車場付近から夜間に大きな声が聞こえるとの連絡がありました。

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： □通報訓練　□消火訓練　☑避難訓練

■評価：　良 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

●対象は第1工場・第2工場・第３工場・第５工場・第６工場・第７工場・高森ゴルフガーデン・乾光精機給油所
実施内容
避難訓練

本部の設置
放送
避難
第一工場本部前に集合
点呼

隊長講評

2022年10月27日　（水）　15：15～15：30 工場内
172名

○
○
○

適用される法規制 評価

顧客要求事項

消防法（危険物）
浄化槽法

フロン排出抑制法

○
○
○

食品リサイクル法
廃棄物処理法

水質汚濁法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
○
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境経営方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇環境コミュニケーション ◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

2023年10月3日
【取組結果】
①売上が増加している中、エネルギー消費と廃棄物が増加しており、如何に減少させていくか検討する。
②業務量が増加してきているが効率化をすすめ、排出量を削減していく。

変更の必要なし
①工場の増設により、エネルギー使用量が増加してい
る。エネルギー使用量の見える化を行い適正な管理を行
いたい。
②取引先からも環境配慮が求められている。今後も、企
業の社会的な責任を自覚しして活動を継続して行く。

①生産増加に伴い、産業廃棄物量は増加した。 廃棄物を減少させる活動に取り組む必要がある。

・利害関係者からの苦情・要請等
・駐車場付近から夜間大きな声がきこえた。

今後の状況により対応策の再検討必要。
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